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令和5年度公益社団法人大阪府栄養士会

第10回定時総会・特別講演会開催について

令和５年５月１日

　謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申しあげます。平素は栄養士会のために種々のお力
添えを頂きありがとうございます。
今年度の総会も、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点にたって、3密にならないよう配
慮し総会・特別講演を 4階で開催いたします。情報交換会も実施いたします。
なお、総会・特別講演の定員は先着 150 名といたします。「同封のはがき」又は「ホームペー
ジ」にてお申込みください。

敬具
記

日　　時　令和５年５月27日（土）13時00分～17時00分（予定）
会　　場　大阪リバーサイドホテル　４階
交　　通　JR環状線「桜ノ宮」駅下車西出口　徒歩約２分

特別講演　「基本をおさえたCKDの栄養管理 
　　　　　　　　　　　　　　～低たんぱく質食事療法も含め～」

　　　　13：00～14：30
　　　　　　講師　新潟大学大学院　医歯学総合研究科
　　　　　　　　　腎研究センター　病態栄養学講座　特任准教授　細島　康弘

　　　　　　コロナ禍も一段落し、5月より 5類に分類されウィズコロナと言われています
が、まだまだ油断禁物です。自己の自覚と責任が益々重要となってまいりました。

　　　　　　我々管理栄養士・栄養士は「栄養の指導」を業としており、絶えず医学、食品
学、家政学等の進歩をとらえ、自分のスキルとする必要があります。

　　　　　　今回、講演していただく「基本をおさえた CKDの栄養管理 ～低たんぱく質食
事療法も含め～」は、低たんぱく食に対する正しい知識が必要です。ややもする
と、我々は一面的な知識で「栄養の指導」をしてしまっているかも知れません。こ
こで今一度学習し、成すべき指導に漏れがないかを再確認させていただくことに
なろうかと思います。

　　　　　　是非ご出席いただき、日常の自分の「栄養の指導」を振り返る機会になると共
に、日常の仕事へ活用していただきますようご案内申しあげます。

総会議題　第１号議案：令和４年度事業報告及び正味財産増減決算書並びに貸借対照表、
　　　　　　　　　　　財産目録、監査報告に関する件
　　　　　報　　　告：令和５年度事業執行計画、予算について

出欠の回答は必ず同封のはがきを 5月 23 日（火）までに投函をお願いします。
※出席希望者が多数の場合は、会場に入れないことがあります。

お願い：総会欠席の際は必ず委任又は、書面表決（同封のはがき 
又は、ホームページにて）をご返送ください！なお、総会出欠届
（ホームページ含む）をご返送いただいた会員の方には、生涯教
育受講券（１単位分）を送付いたしますので、研修にお役立てく
ださい。

正　会　員　各　位

公益社団法人　大阪 府 栄 養 士 会
会長　藤　原　政　嘉
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第1号議案

令和４年度事業報告および正味財産増減決算書並びに貸借対照表・財産目録・

監査報告に関する件

公益目的事業１　　府民に栄養・食生活に関する知識や技術を啓発、提供すること、および府

　　　　　　　　　内の管理栄養士・栄養士などの資質向上を図ることにより、健康増進、疾

　　　　　　　　　病予防のための食生活改善を行い、公衆衛生の向上に資する事業

Ａ. 管理栄養士・栄養士など栄養・食生活に関係する専門職に対し、資質向上を目指した事業

　1. 生涯教育研修会
　　　4月17日　(必須)オリエンテーション　生涯教育制度について　　　　　　　　　(受講者：40名(内 会場6名、Web34名)

　　　(併用型)　(実務１)23-118 .「嚥下食の考え方～学会分類2021と嚥下食～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：58名(内 会場10名(他府県1名)、Web48名)

　　　　　　 　 (実務１)23-107 .「高齢者の栄養管理」　　　　　　　　 (受講者：61名(内 会場10名(他府県1名)、Web51名)

　　　5月21日　(基本１)8-2.「「病院及び介護保険施設における栄養管理指針ガイドブック」について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：83名(内 賛助会員1名))

　　　　　　　  (基本１)8-3 .「令和4年度診療報酬改定（栄養関係）について」　　　　　　 (受講者：75名(内 賛助会員1名))

　　　6月12日　(実務２)25-101.「栄養食事指導に活かすミネラル（ Ca 鉄 Mg ）代謝」　　　 (受講者：74名(内 他府県1名))

　　　8月7日　  (基本１)3-8 .「衛生管理　感染症対策」　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：38名(内 他府県1名))

　　　　　　　  (実務１)61-101.「 非常時の危機管理と食事提供」　　　　　　　　　　　　　(受講者：38名(内 他府県1名))

　　　9月4日　  (実務１)90-104.「栄養士が起業するコツ～フリーランスになる心構え～」

　　　(併用型)　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：37名(内 会場6名、Web31名)

　　　　　　　  (実務１)46-113 .「高齢者支援について管理栄養士・栄養士が出来る事～well beingな日常を生み出す栄養士～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：64名(内 会場9名、Web55名)

　　　11月13日　 (基本１・必須)1.「多職種間の効果的なコミュニケーション～なぜスキルが使えないか～」

　　　(併用型)　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：78名(内 会場17名、Web61名)

　　　　　　　  (実務１)50-104 .「感染対策～新型コロナ病床として～」　　　　　　(受講者：62名(内 会場20名、Web42名)

　　　1月22日　(実務１)46-106 .「寄り添う姿勢なのにうまくいかない時、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者さんをどのように理解するか～心理職の視点から～」　  (受講者：49名)

　　　　　　　  (基本１)5-3 .「気になる最近の食物アレルギー ～乳幼児から大人まで～」　　　　　　　　　(受講者：59名)

　　　2月19日　(実務１)45-107.「経腸栄養剤や補助食品の種類と内容について」　　　　　　　　　　　　　(受講者：76名)

　　　　　　　　(実務１)23-105 .「透析患者への栄養指導と栄養士の関わり」　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：69名)

　2. 職域別研修会
　（1）医療部会

　　　1）11月5日（土）医療部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：19名)

　　　　大阪版コンサルテーションサロン

　　　　講演1「栄養食事指導について」　　　　　講演2「特別食加算について」

　　　　講演3「給食管理（主に委託業務）について」　フリーディスカッション

　　　2）3月 8日（水）医療部会研修会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：67名(内 会場5名、Web62名))

　　　　講演「糖尿病食事指導のスキルを高める」

　（2）学校健康教育部会

　　　1）8月22日（月）学校健康教育部会研修会　　　　　　　　　　　 (受講者：11名(内 会場3名、Web8名(内 会員外1名))

　　　　児童・生徒への個別的な相談指導の方法、情報交換会
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　（3）公衆衛生部会・研究教育部会

　　　1）  9月 9日（金）「令和4年度行動変容推進事業フォローアップ研修会」連携

　　　　（大阪がん循環器予防センター主催（大阪府委託））　　　　(受講者：97名(内 会員10名、市町村80名、保健所7名))

　　　　講演「地域活動の紹介」

　（4）地域活動部会

　　　1）  7月16日（土）令和４年度大阪府地域活動栄養士情報交換会　　　　　　　　　　　　　　　　　　(出席者：49名)

　　　　情報交換「大阪府地域活動栄養士活動実態アンケート結果報告」

　　　2）10月29日（土）地域活動部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：19名(内 他府県1名、会員外1名)

　　　　講演「コーチングを活かした対人支援」（実践編）

　　　3）  1月14日（土）地域活動部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：Web 45名)

　　　　講演「保健指導に活かすナッジ理論」

　（5）福祉部会

　　　1)2022年度福祉ステップアップ研修会(Step00)～栄養ケア・マネジメントを最初から学ぶ～

　　　　第1回　 8月11日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：会場2名)

　　　　第2回　11月12日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：会場2名)

　　　　「介護保険施設での管理栄養士の役割」〈動画研修〉

　　　　「栄養マネジメント加算の基礎～様式に記入してみましょう」〈動画研修〉

　　　　質疑応答・グループワーク

　　　2）  9月 3日（土）福祉部会研修会　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：34名(内 会場6名、Web28名(内 他府県1名))

　　　　講演「かむことの大切さ～乳幼児期のかむ力を育てる食事～」

　3. スキルアップ研修会
　　　10月22日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：会場15名(内 会員外1名))

　　　　講演「栄養士会とは～組織と運営について～管理栄養士・栄養士の社会的役割」

　　　　講演「特定給食施設における献立作成の基本と実際」

　　　　7つの職域部会より各職域部会からのアドバイス

　4. 第10回 JDA－DAT大阪スタッフ養成研修会

　　　・7月 3日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：27名(内 他府県1名))(修了者：19名)

　　　　「災害支援と活動の実際」（ビデオ研修）「JDA-DATの理解・アクションカード」

　　　　「熊本地震体験報告」（最新情報）

　　　・8月 7日（日）

　　　　「臨機応変の対応能力と調整能力」（避難所の食事アセスメント版HUG）

　　　　「衛生管理　感染症対策」　「非常時の危機管理と食事提供」

　　　・9月10日（土）

　　　　「栄養アセスメント」＜ビデオ研修＞　「災害時における栄養指導＜支援・派遣者自身の健康・安全等＞」

　　　　「コミュニケーションスキル」＜ビデオ研修＞

　　　・消防署にて受講「応急処置・救急（普通救命講習Ⅰ）―AEDの使用方法を含む心肺蘇生法法―」

　5. 特定給食講演会（共催：（公社）大阪府栄養士会　大阪府　大阪市　堺市　豊中市　吹田市　高槻市

枚方市　八尾市　寝屋川市　東大阪市）

　　　11月21日（月）～12月23日（金）

　　　開催方法：大阪府公式YouTubeチャンネルでの限定公開（オンデマンド配信）

　　　講演「日本食品標準成分表2020年版（八訂）について―改訂のポイントと活用法―」

　　　情報提供
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　6. TNT-Geriatric for Dietitian（老年栄養学教育プログラム） eラーニング
　　　（協力：アボットジャパン合同会社）

　　　第1回　  7月1日（金）～  8月31日（水）　　　　　　　　　（受講者：17名）

　　　第2回　  9月1日（木）～10月31日（月）　　　　　　　　　（受講者：  4名）

　　　第3回　11月1日（火）～12月31日（土）　　　　　　　　　（受講者：  1名）

　　　第4回　  1月1日（日）～  2月28日（火）　　　　　　　　　（受講者：  2名）

Ｂ．府民の健康増進と疾病予防を図るため、府民および栄養・食生活改善に関係する専門職の

　　資質向上を目指した受託事業

　1. 健康づくり提唱のつどい（協賛：ヤクルトグループ）

　　　12月10日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：143名(会員134名、会員外5名、一般4名))

　　　　講演Ⅰ「腸から整えるカラダとココロ」

　　　　講演Ⅱ「知って得する！脂肪肝の新常識」

　2. 栄養ケア研修
　（1）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施推進のための専門職合同研修会（主催：大阪府）

　　　10月 2日（日）　　　　　　　　　　(受講者：190名(内 管理栄養士・栄養士84名、理学療法士40名、歯科衛生士35名、

作業療法士27名、言語聴覚士4名))

　　　　講演「健康寿命延伸を目指した各専門職の連携の重要性と活躍への期待～一体的実施の推進にむけて～」

　　　　講演「大阪府における高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の現状」

　（2）令和4年度介護予防に資する指導者養成研修会＜管理栄養士・栄養士編＞（主催：本会 大阪府）

　　　 2月 5日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：会場30名(内 会員外3名)、Web 60名(内 会員外4名))

　　　　テーマ「自立支援のための多職種協働」

　　　　講　演「高齢者の自立支援・重度化防止に対する取り組みについて

　　　　　　　　　　　　　　 ～リハビリテーション専門職の視点から見た運動と栄養～」

　　　　講　演「高齢者が地域で自分らしい暮らしを続けるための支援 ～高齢者を地域で支える専門職への期待～」

　　　　グループワーク「栄養状態への気づきと行動変容を促す支援」

　（3）栄養ケア・ステーション登録管理栄養士の登録のための実践研修会

　　　第1回目　2月25日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：会場5名、Web 21名)

　　　第2回目　3月 5日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (受講者：会場4名、Web 15名)

　　　　1）在宅栄養管理の実際

　　　　　①講演「在宅訪問栄養食事指導の実際」　②症例検討　③報告書の書き方

　　　　2）嚥下食や介護食の説明

　（4）栄養ケア・ステーション登録管理栄養士の更新のための研修会　

　　　第1回目　10月8日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：会場 6 名、Web 62名)

　　　第2回目　1月29日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：会場12名、Web 22名)

　　　　講演「栄養ケア・ステーションの役割と事業内容」

　　　　講演「栄養管理体制加算の実態について」

　　　　講演「介護報酬改定～令和3年改定のポイント～」　講演「診療報酬の基礎知識（栄養関連）について」

　　　　講義・演習「事例に基づいた栄養アセスメント評価

　　　　　　　　　　　　　～在宅訪問栄養指導の実際とアセスメント・評価について～」

Ｃ．府民に対する栄養・食生活に関する正しい知識の啓発、指導および情報の普及に関する事業

　1. 第17回 府民健康フォーラム　－私たちの暮らしと薬・検査・栄養－
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　　　（共催：本会・（一社）大阪府薬剤師会・（公社）大阪府臨床検査技師会）

(受講者：本会25名・薬剤師会6名・臨床検査技師会11名・府民2名)

　　　12月18日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (動画視聴受講者：会員のみWeb 59名)

　　　　テーマ「感染症から身を守るために」

　　　　講演Ⅰ「感染症診療における微生物学的検査」

　　　　講演Ⅱ「感染症に気をつけよう」

　　　　講演Ⅲ「感染症と栄養～感染症に負けない食生活～」

　2. ヘルシー外食フォーラム2022

　　　（主催：本会・大阪ヘルシー外食推進協議会・（一社）大阪外食産業協会・

　　　　　　　大阪府飲食旅館生活組合連合会・（公社）大阪食品衛生協会・大阪レストラント協会

　　　　　　　大阪府　大阪市　堺市　豊中市　吹田市　高槻市　枚方市　八尾市　寝屋川市　東大阪市）

　　　1月25日（木）15：30～16：30

　　　　表彰式「ヘルシー外食コンテスト2022」　　　　　　　　　(参加者： 53名)

　　　　講　演「すしへの想い」

　　　　展　示　1月25日（水）・26日（木）　　　　　　　　　　(来場者：220名)

　3. 健康おおさか２１推進事業「令和4年度子ども料理教室」
　　　テーマ　「野菜バリバリ　朝食モリモリ」

　　　（１）開催日：2023年1月22日（日）　　　　　　　　　　(参加者：小学生11名)

　　　　　　協　力：摂津市栄養士会

　　　　　　会　場：摂津市立コミュニティプラザ1階　調理実習室

　　　　　　内　容：「♪ケーキずしでたのしくランチ♪」

　　　以下(2)～(4)は、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を見合わせ、ホームページへのレシピ掲載のみ。

　　　（２）協　力：東大阪地域活動栄養士会

　　　　　　内　容：「さあ集まろう、子どもシェフ！」

　　　（３）協　力：守口・門真地域活動栄養士　カリフラワーの会

　　　　　　内　容：「アイスクリームを作ろう」

　　　（４）協　力：堺市地域活動栄養士会　もずの会

　　　　　　内　容：「皮から手作り餃子ドッグ」

　4. ホームページの運営　　　　（年５回更新）

公益目的事業２　　府民に対し栄養・食生活について直接、個別に相談・指導することで食生

　　　　　　　　　活に対して正しい知識を啓発し、府民の健康の維持増進など公衆衛生に資

　　　　　　　　　する事業

　1. 栄養ケア･ステーション事業
　（1）国の施策を受けた糖尿病･介護予防の推進を目途とした栄養・食事相談（相談  21件）

　　　  毎週 火・木曜日

　（2）「栄養週間」栄養ケア・ステーション開設　　　（8/1～5）

　（3）介護予防に資する専門職広域支援
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　　　　①泉大津市「介護予防・日常生活支援総合事業に係る訪問型サービスＣ事業「らくらく訪問」」

　　　　　訪問回数：令和4年8月～令和5年3月　5回

　　　　②吹田市「フレイル等予防栄養相談業務」

　　　　　実施期間：令和4年4月～令和5年3月

　　　　　相談人数：20名

　　　　③大阪狭山市「地域住民活動拠点専門職訪問事業」

　　　　　実施期間：令和5年2月～令和5年3月

　　　　　訪問回数：2月5回、3月1回　合計6回

　　　　④四條畷市「フレイル等予防健康教育・栄養相談業務」

　　　　　実施期間：令和4年8月～令和5年3月

　　　　　集団健康教育（3ヶ所）　8月26日 10名、11月11日 17名、1月16日 8名

　　　　　栄養相談人数：23名

　（4）在宅患者訪問栄養食事指導実施委託契約

　　　　①高槻市　　　　愛仁会しんあいクリニック

　　　　②藤井寺市　　　数尾診療所

　　　　③富田林市　　　くぼ内科

　　　　④茨木市　　　　アイルすまいるクリニック

　（5）栄養アセスメント評価業務委託契約

　　　　①堺市堺区　　　　　株式会社ビーナス

　（6）栄養管理体制加算業務委託契約

　　　　①有限会社さざなみ　　　 （6 事業所：東大阪市、鶴見区、中央区、城東区、生野区、京都市南区）

　　　　②アライヴ株式会社　　　 （住吉区）

　　　　③有限会社永世会  　　　  （平野区）

　　　　④社会福祉法人ふくふく会 （羽曳野市）

　　　　⑤株式会社カームネスライフ

　　　　（18事業所：豊中市、吹田市、茨木市、寝屋川市2、守口市、柏原市、東大阪市、堺市3､淀川区2、

　　　　　　　　　　旭区、東淀川区2、生野区、尼崎市）

　　　　⑥NPO法人オリーブの園　 （豊中市2事業所）

　　　　⑦有限会社ワイケープランニング（堺市）

　（7）栄養ケア・ステーション情報交換会

　　　2月22日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：34名(内、Web 25名、会場9名))

　　　　対象：認定栄養ケア・ステーション、登録栄養ケアチーム

　（8）無料職業紹介

　　　　求人依頼：79社

　　　　求 職 者：11名（うち成立者：3名）

　2. 健活ワクワクEXPO in Osaka
　　　10月 8日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (参加者：約400名)

　　　会場：阪急うめだホール

　　　内容：食育SATシステムによる来場者への栄養・食生活相談

公益目的事業３　　栄養・食生活に対する知見などを発表する学術研究発表会を実施すること

　　　　　　　　　により、管理栄養士・栄養士および栄養・食生活に関係する専門職種の資

　　　　　　　　　質の向上と最新の情報の共有化を図り公衆衛生の向上に資する事業

　1. 第26回大阪府栄養士会研究発表会
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　　　3月11日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：会場114名(内 学生3名))

　　　教育講演「歯科と嚥下について～栄養士が知っておくべきこと～」

　　　研究発表（11題）

　　　・「当院における化学療法食の実情について（アンケート調査より）」

　　　・「薬局でのフレイル予防啓発の重要性についての検討」

　　　・「職員への栄養情報発信に関するアンケート結果について　～職員の健康意識向上を目指して～」

　　　・「児童の健康度向上を目指した地域・小学校・大学が連携する食環境づくりの検討」

　　　・「骨密度調べからみえてくるもの」

　　　・「総合事業の通所サービスに管理栄養士が取り組むこと」

　　　・「食は命の源～喫食率向上へのアプローチ～」

　　　・「給食施設における『衛生に係る適正業務』と調理業務従事者の職務意識の関係」

　　　・「特別養護老人ホームにおける科学的介護情報システム（LIFE）の活用について」

　　　・「介護保険施設における災害時等の食事提供に関するアンケート調査の結果について」

　　　・「病院及び介護保険施設における非常災害時等の食事提供体制整備の推進」

収益事業１　　　　　手数料等に関する事業
　　１. 機関誌「栄養大阪」へのチラシ封入　　　　　　　　１９件

　　２. 外食アドバイザー栄養成分表示店訪問（東大阪）　　　５回

　　３. 図書販売「病院及び介護保険施設における栄養管理指針ガイドブック2022」　２９２冊

　　４. 日本栄養士会会費徴収事務手数料　　　　　  ２,３９０名分

その他の事業１　　　会員向け情報提供に関する事業
　　1. 機関誌「栄養大阪」の発行　　　　　　　　　　　　年５回　３０５号～３０９号

　　2. 健康づくりの関連資料提供

その他の事業２　　　会員向け支援に関する事業
　　１. サークル活動支援

　　　①透析食研究会

　　　②スポーツ栄養研究会

　　２. 管理栄養士・栄養士業務相談 

その他の事業３　　　会員表彰に関する事業
　　１. 日本栄養士会会長表彰（50年会員） 　　　　　 　　　８名

　　２. 日本栄養士会会長表彰（25年会員） 　　　　　　　 ５９名

　　３. 厚生労働大臣表彰　　　　　　　　　　　　　　　　  ２名

　　４. 大阪府知事表彰　　　　　　　　　　　　　　　　  １０名

◎ 会の運営に関する活動
　　１. 公益社団法人大阪府栄養士会　第９回定時総会

　　　　5月28日（土）（参加者：1,538名　本人出席155名、委任状785名、書面表決598名）

　　２. 定例理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１回　（うち9回は集合＋Webの併用型会議）

　　３. 総務部担当理事会　　　　　　　　　　　　　　　　  ２回

　　４. 事業部担当理事会　　　　　　　　　　　　　　　　  ３回

　　５. 広報部担当編集委員会　　　　　　　　　　　　　　  ５回　（内、3回は集合＋Webの併用型会議）
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　　６. 地域活動部会強化委員会　　　　　　　　　　　　　　４回

　　７．医療部会強化委員会　　　　　　　　　　　　　　　２回

　　８. 福祉部会強化委員会　　　　　　　　　　　　　　　　１回

　　９. 諮問会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回　（Web会議）

　１０. 近畿会長会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回　（内、1回はWeb会議）

　１１. 生涯教育担当者会議　　　　　　　　　　　　　　　　１回　（Web会議）

　１２. JDA-DAT体制に係る会議　　　　　　　　　　　　　 ２回　（Web会議）

◎ 会の組織強化活動
　　府内栄養士養成施設16校卒業生に対する入会案内並びに栄養士会研修活動等説明書配布

◎ 後援
　（令和4年度承認分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「栄養士のための大阪食物アレルギー研究会「第7回夏季研修会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　〈栄養士のための大阪食物アレルギー研究会・(公財)日本アレルギー協会関西支部〉

　「大阪市立大学 知と健康のグローカル拠点事業推進研究　令和2年採択課題　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　「未来型医療福祉給食サービス実現への調査研究」に関する研究交流会」

　〈知と健康のグローカル拠点事業推進研究メンバー〉

　「2022年度認定臨床栄養医大阪研修会」〈(一社)日本臨床栄養学会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「全国高齢者施設看護師会研修会」〈全国高齢者施設看護師会〉　　　

　「第10回食育シンポジウム「子どもたちの成長につながる“つくる力”」」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　〈大阪成蹊短期大学・大阪ガスネットワーク(株)〉 

　「病院管理栄養士のための輸液栄養の基礎　ミニWebセミナー」(全4回)〈(株)大塚製薬工場〉　　　　　　

　「FOOD STYLE Kansai 2023」〈FOOD STYLE Kansai実行委員会〉　　　　　　　　　　　　　　　　

　「第15回日本医療マネジメント学会大阪支部学術集会」〈日本医療マネジメント学会大阪支部〉　　　　　　 

　「第45回日本臨床栄養学会総会・第44回日本臨床栄養協会総会 第21回大連合大会」　　　　　　　　　　　 

　「第16回食育セミナー」〈大阪ガスネットワーク(株)〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　「味の素KK「食と健康セミナー」」〈味の素(株)大阪支社〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　「第16回日本在宅薬学会学術大会」〈第16回日本在宅薬学会学術大会〉　　　　　　　　　　　　　　　  

　「大阪市立大学 知と健康のグローカル拠点事業推進研究　令和2年採択課題　　　　　　　　　　　　　　　 

　　「未来型医療福祉給食サービス実現への調査研究」に関する第2回研究交流会」

　〈知と健康のグローカル拠点事業推進研究メンバー〉 

　「バリアフリー2023」〈(社福)大阪府社会福祉協議会・テレビ大阪・テレビ大阪エクスプロ〉　　　　　

　「看護未来展2022」〈看護未来展実行委員会〉

◎ 行政機関・団体との連携
　健活おおさか推進府民会議委員

　大阪府食育推進ネットワーク会議委員

　大阪府食育推進計画評価審議会委員

　大阪府地域職域連携推進協議会委員

　大阪府生涯歯科保健推進審議会委員

　農に親しむライフスタイル推進府民会議会員

　介護予防に資する専門職広域支援調整連絡会委員

　大阪ヘルシー外食推進協議会副会長

　第3次大阪市食育推進連絡調整会議委員
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　大阪市食育推進連絡調整会議委員

　すこやか大阪２１推進会議委員

　泉州南圏域医療・介護連携推進会議委員

　南河内在宅医療懇話会委員

　大阪南河内在宅医療懇話会委員

　泉州在宅医療懇話会委員

　大阪市すこやかパートナー

　大阪府保険者協議会オブザーバー

　大阪府歯科医師会高齢者歯科保健部会オブザーバー

　（公社）大阪介護支援専門員協会理事

　大阪府歯科医師会「令和4年度8020推進アンバサダー養成事業」に伴う検討委員

◎ 協力
　バリアフリー2022慢性期医療展2022・看護未来展2022

　全国水産加工たべもの展

◎ 会員活動報告
　１. 「介護予防教室」講師

　　・ 大阪市淀川区 17ヶ所

　　・ 大阪市住吉区 10ヶ所

　　・ 大阪市港区 10ヶ所

　　・ 大阪市東淀川区 4ヶ所

　　・ 大阪市東住吉区 4ヶ所

　２. 大阪市ファミリー・サポートセンター事業

　　 「子どもの栄養と食生活Ⅰ・Ⅱ」講師　                 　5/14、8/1、9/27、1/27

　３. 公益社団法人大阪府鍼灸マッサージ師会季刊誌「ええあんばいやOSAKA」

　　　「健康レシピ」連載　　2022春夏号vol.46（4月)、秋号vol.47（10月）、

　　　　　　　　　　　　　　2023冬号vol.48（1月）

　４．大阪府食肉事業協同組合連合会　料理セミナー　　　7/26、7/28、9/22、9/28、10/18、11/15、11/22、1/20

　５．令和4年度自立支援型地域ケア会議における助言者等推薦

　　　　豊中市・交野市・八尾市・羽曳野市・藤井寺市・堺市・大阪狭山市・富田林市・

　　　　河南町・太子町・千早赤阪村・河内長野市・和泉市・岸和田市・泉佐野市・泉南市・岬町

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計１７市町村

　６．研修会講師 

　　　・大阪府薬剤師会「健康サポート薬局に係る技能習得型研修会」

　　　・大阪府訪問リハビリテーション振興会「大阪訪問リハビリテーション実務者研修会」

　　　・近畿百貨店協会「品質管理部会」

附属明細書

　　事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していない。
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貸借対照表
令和 5年 3月 31 日現在

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）

科　　　目 当年度 前年度 増　　減
Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　　　　現金預金 20,180,391 22,337,199 △ 2,156,808
　　　　　　現      金 184,044 347,398 △ 163,354
　　　　　　預      金 19,996,347 21,989,801 △ 1,993,454
　　　　　未　収　金 1,223,382 836,114 387,268
　　　　　貯　蔵　品 1,284,219 91,854 1,192,365
　　　　　立　替　金 42,971 27,231 15,740
　　　　　前　払　金 277,200 277,200 0
　　　　流動資産合計 23,008,163 23,569,598 △ 561,435
　２．固定資産
　　(1) 基本財産
　　　　　定期預金 2,800,000 2,800,000 0
　　　　基本財産合計 2,800,000 2,800,000 0
　　(2) 特定資産
　　　　　特別事業積立定期預金 1,000,000 1,000,000 0
　　　　　仲谷鈴代事業積立定期預金 2,667,064 2,710,754 △ 43,690
　　　　　太田いそ事業積立定期預金 2,095,363 2,095,363 0
　　　　特定資産合計 5,762,427 5,806,117 △ 43,690
　　(3) その他固定資産
　　　　　器具及び備品 426,287 572,708 △ 146,421
　　　　　差 入 保 証 金 1,800,000 1,800,000 0
　　　　その他固定資産合計 2,226,287 2,372,708 △ 146,421
　　　　固定資産合計 10,788,714 10,978,825 △ 190,111
　　　　資産合計 33,796,877 34,548,423 △ 751,546
Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　　　　未  払  金 1,926,514 1,831,211 95,303
　　　　　未払費用 361,897 328,850 33,047
　　　　　未払法人税等 91,600 85,900 5,700
　　　　　預  り  金 4,403,596 4,354,924 48,672
　　　　　前  受  金 4,958,500 4,922,500 36,000
　　　　　賞与引当金 222,200 214,500 7,700
　　　　流動負債合計 11,964,307 11,737,885 226,422
　２．固定負債
　　　　固定負債合計 0 0 0
　　　　負債合計 11,964,307 11,737,885 226,422
Ⅲ．正味財産の部
　１．指定正味財産 4,762,427 4,806,117 △ 43,690
　　　　（うち基本財産への充当額） (           0) (           0) (           　0)
　　　　（うち特定資産への充当額） (4,762,427) (4,806,117) ( △ 43,690)
　２．一般正味財産 17,070,143 18,004,421 △ 934,278
　　　　（うち基本財産への充当額） (2,800,000) (2,800,000) (          　 0)
　　　　（うち特定資産への充当額） (1,000,000) (1,000,000) (           　0)
　　　　正味財産合計 21,832,570 22,810,538 △ 977,968
　　　　負債及び正味財産合計 33,796,877 34,548,423 △ 751,546
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正味財産増減計算書

令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）

科　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　　基本財産運用益 [32] [340] [ △ 308]

　　　　　受取利息 32 340 △ 308

　　　　特定資産運用益 [239] [502] [ △ 263]

　　　　　受取利息 239 502 △ 263

　　　　受取入会金 [256,000] [283,000] [ △ 27,000]

　　　　　正会員入会金 256,000 283,000 △ 27,000

　　　　受取会費 [25,147,500] [25,507,500] [ △ 360,000]

　　　　　正会員会費収入 21,577,500 21,907,500 330,000

　　　　　賛助会費収入 3,570,000 3,600,000 △ 30,000

　　　　事業収益 [15,746,405] [12,573,298] [3,173,107]

　　　　　受講料収入 1,124,900 894,300 230,600

　　　　　広告料収入 547,000 455,000 92,000

　　　　　受託事業収入 14,074,505 11,223,998 2,850,507

　　　　受取補助金 [26,000] [0] [26,000]

　　　　　受取民間補助金 26,000 0 26,000

　　　　受取寄付金 [73,690] [219,709] [ △ 146,019]

　　　　　受取寄付金 30,000 0 30,000

　　　　　受取寄付金振替額 43,690 219,709 △ 176,019

　　　　雑収入 [1,701,930] [751,943] [949,987]

　　　　　受取利息 220 443 △ 223

　　　　　手数料収入 1,663,200 700,600 962,600

　　　　　雑収入 38,510 50,900 △ 12,390

　　　　 経常収益計 42,951,796 39,336,292 3,615,504

　　(2) 経常費用

　　　　事業費 [39,333,440] [33,654,985] [5,678,455]

　　　　　給料手当 10,566,639 9,185,828 1,380,811

　　　　　退職給付費用 324,000 324,000 0

　　　　　福利厚生費 1,355,606 1,200,917 154,689

　　　　　旅費交通費 1,095,289 1,039,462 55,827

　　　　　通信運搬費 2,402,931 2,298,364 104,567

　　　　　減価償却費 133,822 120,072 13,750

　　　　　消耗什器備品費 0 26,381 △ 26,381

　　　　　消耗品費 430,097 377,882 52,215

　　　　　印刷製本費 4,238,085 3,241,654 996,431

　　　　　光熱水料費 609,667 620,241 △ 10,574

　　　　　賃借料 4,015,106 3,650,770 364,336

　　　　　保険料 57,701 70,018 △ 12,317
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　　　　　諸謝金 11,433,788 10,090,090 1,343,698

　　　　　租税公課 200 200 0

　　　　　支払負担金 113,000 104,375 8,625

　　　　　委託料 2,309,792 1,120,580 1,189,212

　　　　　雑費 247,717 184.151 63,566

　　　　管理費 [4,461,034] [3,456,678] [1,004,356]

　　　　　役員報酬 72,198 61,884 10,314

　　　　　給料手当 1,180,692 1,014,939 165,753

　　　　　退職給付費用 36,000 36,000 0

　　　　　福利厚生費 150,623 133,435 17,188

　　　　　会議費 95,239 258,091 △ 162,852 

　　　　　旅費交通費 400,576 281,918 118,658

　　　　　通信運搬費 171,721 144,713 27,008

　　　　　減価償却費 12,599 12,600 △ 1

　　　　　消耗什器備品費 77,000 77,000 0

　　　　　消耗品費 45,811 48,804 △ 2,993

　　　　　印刷製本費 132,356 99,446 32,910

　　　　　光熱水料費 67,741 68,916 △ 1,175

　　　　　賃借料 1,075,074 351,382 723,692

　　　　　保険料 30,039 5,437 24,602

　　　　　諸謝金 880,754 858,480 22,274

　　　　　租税公課 2,400 1,200 1,200

　　　　　雑費 30,211 2,433 27,778

　　　　 経常費用計 43,794,474 37,111,663 6,682,811

　　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 842,678 2,224,629 △ 3,067,307

　　　　 評価損益等計 0 0 0

　　　　　当期経常増減額 △ 842,678 2,224,629 △ 3,067,307

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　　経常外収益計 0 0 0

　　(2) 経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 842,678 2,224,629 △ 3,067,307

　　　　　法人税、住民税及び事業税 91,600 85,900 5,700

　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 934,278 2,138,729 △ 3,073,007

　　　　　一般正味財産期首残高 18,004,421 15,865,692 2,138,729

　　　　　一般正味財産期末残高 17,070,143 18,004,421 △ 934,278

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　一般正味財産への振替 [ △ 43,690] [ △ 219,709] [176,019]

　　　　　一般正味財産への振替 △ 43,690 △ 219,709 176,019

　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 43,690 △ 219,709 176,019

　　　　　指定正味財産期首残高 4,806,117 5,025,826 △ 219,709

　　　　　指定正味財産期末残高 4,762,427 4,806,117 △ 43,690

Ⅲ．正味財産期末残高 21,832,570 22,810,538 △ 977,968
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財務諸表に対する注記

１．継続組織の前提に関する注記

　　継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は存在していない。

２．重要な会計方針

　（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　貯蔵品・・・最終仕入原価法によっている。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　定額法によっている。

　（３）引当金の計上基準

　　　　賞与引当金・・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属

　　　　する額を計上している。

　（４）消費税等の会計処理

　　　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産

　定期預金 2,800,000 0 0 2,800,000

小　計 2,800,000 0 0 2,800,000

特定資産

　定期預金 5,806,117 0 43,690 5,762,427

小　計 5,806,117 0 43,690 5,762,427

合　計 8,606,117 0 43,690 8,562,427

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 当期末残高
(うち指定正味財産
からの充当額)

(うち一般正味財産
からの充当額)

(うち負債に対応
する額)

基本財産
　定期預金 2,800,000 (2,800,000)

小　計 2,800,000 (2,800,000)

特定資産
　定期預金 5,762,427 (4,762,427) (1,000,000)

小　計 5,762,427 (4,762,427) (1,000,000)

合　計 8,562,427 (4,762,427) (3,800,000)

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 2,301,380 1,875,093 426,287

合 計 2,301,380 1,875,093 426,287
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６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

（単位：円）

補助金等の

名称
交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上の

記載区分

受取民間

補助金

公益社団法人

日本栄養士会
0 26,000 26,000 0 ---

合　　計 0 26,000 26,000 0

７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　額

経常収益への振替額

　その他事業支出（会員表彰事業）による振替額 43,690

合　　計 43,690

８．その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状況並びに正味財産増減の内容を明らかにする

　　ために必要な事項

（１）引当金の明細

（単位：円）

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末帳簿価額
目的使用 その他

賞与引当金 214,500 222,200 214,500 0 222,200

（２）資産除去債務に関する注記

　　当法人は主たる事務所の不動産賃借契約に基づき、オフィスの退去時における原状回復に係

る債務を有しているが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来主たる

事務所を移転する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができない。

そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上していない。

附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

　　基本財産及び特定資産の明細については、「財務諸表に対する注記」に記載しているので、

　内容の記載を省略している。

２．引当金の明細

　　引当金の明細についても、「財務諸表に対する注記」に記載しているので、内容の記載を

　省略している。
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財　産　目　録
令和 5年 3月 31 日現在

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）

　現金預金

　　現金 手許有高 運転資金として 184,044

　　普通預金 三井住友銀行 天満橋支店 運転資金として 6,161,653

三菱UFJ 銀行 谷町支店 運転資金として 2,578,248

りそな銀行 大手支店 運転資金として 801,074

みずほ銀行 天満橋支店 運転資金として 813,215

　　定期預金 三井住友銀行 天満橋支店 運転資金として 2,000,000

　　郵便貯金 ゆうちょ銀行 運転資金として 1,646,093

　　郵便振替 ゆうちょ銀行 運転資金として 5,996,064

＜現金預金計＞ 20,180,391

　未収金 評価業務費 1社 890,120

訪問事業費 2団体 240,300

栄養相談費 2団体 63,192

食事指導費 1箇所 13,770

広告費 1社 16,000

＜未収金合計＞ 1,223,382

　貯蔵品 @2,187 × 32 個 社章バッジ 69,984

@1,815 × 669 冊 栄養管理指針ガイドブック 1,214,235

＜貯蔵品計＞ 1,284,219

　立替金 労働保険料 概算納付のうち従業員負担分 42,971

＜立替金計＞ 42,971

　前払金 家賃 令和 5年 4月分賃料 277,200

＜前払金計＞ 277,200

流動資産合計 23,008,163

（固定資産）

　基本財産

　　定期預金 三井住友銀行 天満橋支店 公益目的保有財産であり法人の基本財産 2,800,000

＜基本財産計＞ 2,800,000

　特定資産

　特別事業積立定期預金 三井住友銀行 天満橋支店 将来の特別な支出に備えた特別事業積立預金 1,000,000

　仲谷鈴代事業積立定期預金 大和ネクスト銀行 ベンテン支店 会員表彰事業のための仲谷鈴代事業積立預金 2,667,064

　太田いそ事業積立定期預金 大和ネクスト銀行 ベンテン支店 会員表彰事業のための太田いそ事業積立預金 2,095,363

＜特定資産計＞ 5,762,427

　その他固定資産

　　器具及び備品 仕切りパネル 管理目的として使用する財産 1

金庫 管理目的として使用する財産 88,463

食育 SATシステム 公益目的保有財産 1

プロジェクター 公益目的保有財産 1

ビデオカメラ 公益目的保有財産 65,145

デスクトップＰＣ 公益目的保有財産 50,416

ノートＰＣ 公益目的保有財産 50,178
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ノートＰＣ 公益目的保有財産 86,041

ノートＰＣ 公益目的保有財産 86,041

　　差入保証金 光養ビル 1,800,000

大阪市中央区大手前 1-6-8 管理目的として使用する財産

＜その他固定資産計＞ 2,226,287

固定資産合計 10,788,714

資産合計 33,796,877

（流動負債）

　未払金 社会保険料 法人負担分 100,000

通信運搬費 郵便代 3,160

諸謝金 評価業務、訪問業務及び栄養相談業務　他 1,823,270

＜未払金計＞ 1,926,514

　未払費用 給与 令和 5年 3/21 ～ 3/31 分 361,897

＜未払費用計＞ 361,897

　未払法人税等 法人税 令和 4年度確定申告による納付額 14,700

地方法人税 令和 4年度確定申告による納付額 1,400

法人事業税 令和 4年度確定申告による納付額 4,600

法人府民税 令和 4年度確定申告による納付額 20,100

法人市民税 令和 4年度確定申告による納付額 50,800

＜未払法人税等計＞ 91,600

　預り金 社会保険料預り金 従業員からの預り健康保険料 37,864

従業員からの預り厚生年金保険料 62,220

雇用保険料預り金 従業員からの預り雇用保険料 46,012

その他預り金 令和 5年度日本栄養士会会費 4,257,500

＜預り金計＞ 4,403,596

　前受金 @7,500 × 655 口 令和 5年度正会員会費前受金 4,912,500

@30,000 × 1 口 令和 5年度賛助会員会費前受金 30,000

@1,000 × 16 口 令和 5年度正会員入会金前受金 16,000

＜前受金計＞ 4,958,500

　賞与引当金 賞与予定額のうち当期帰属分 222,200

＜賞与引当金計＞ 222,200

流動負債合計 11,964,307

負債合計 11,964,307

正味財産合計 21,832,570

負債及び正味財産合計 33,796,877
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監査報告書
令和5年4月12日

公益社団法人大阪府栄養士会

代表理事　藤原政嘉　殿

監　事　 田 中 俊 治  　㊞　　　　

監　事　 齋 藤 浩 一  　㊞　　　　

　私たち監事は、令和4年4月1日から令和5年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査い

たしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

１　監査の方法及びその内容

　各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると

ともに、理事会その他の重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調

査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。

　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸借対

照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討いたしました。

２　監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

　　一　事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

　　二　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認

　　　められません。

（２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

　　　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益（正味財産増減）の

　　状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

以上
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令和5年度事業計画
公益社団法人大阪府栄養士会

事業
区分

事業
番号

事　業　の　内　容 事　　　業　　　名

公

益

目

的

事

業

公１ 府民に栄養・食生活に関する知識や技術
を啓発、提供すること、および府内の管
理栄養士・栄養士などの資質向上を図る
ことにより、健康増進、疾病予防のため
の食生活改善を行い、公衆衛生の向上に
資する事業

Ａ．管理栄養士・栄養士など栄養・食生
　　活に関係する専門職に対し、資質向
　　上を目指した事業

１．生涯教育研修会
２．職域別研修会
３．スキルアップ研修会　
４．災害支援活動のための研修会
５．特定給食講演会

Ｂ．府民の健康増進と疾病予防を図るた
　　め、府民および栄養・食生活改善に
　　関係する専門職の資質向上を目指し
　　た受託事業

１．府民の食生活改善セミナー　
２．シンポジウム「健康づくり提唱のつどい」
３．栄養ケア研修

Ｃ．府民に対する栄養・食生活に関する
　　正しい知識の啓発、指導および情報
　　の普及に関する事業

１．府民健康フォーラム
２．ヘルシー外食フォーラム
３．子ども料理教室
４．ホームページの運営

公２ 府民に対し栄養・食生活について直接、
個別に相談・指導することで食生活に対
して正しい知識を啓発し、府民の健康の
維持増進など公衆衛生に資する事業

１．栄養ケア・ステーション事業
　１）電話、メール等による栄養・食生活相談
　２）介護予防に資する専門職広域支援
　３）医療・介護保険に関する支援
　４）センター的事業
　５）無料職業紹介
２．他法人が実施する事業に栄養相談担当として
　参画する事業

公３ 栄養・食生活に対する知見などを発表す
る学術研究発表会を実施することにより、
管理栄養士・栄養士および栄養・食生活
に関係する専門職種の資質の向上と最新
の情報の共有化を図り公衆衛生の向上に
資する事業

１．大阪府栄養士会研究発表会

収益
事業

収１ 手数料等に関する事業 １．機関誌へのチラシ封入
２．外食アドバイザー事業
３．図書販売
４．その他（日本栄養士会会費徴収事務手数料）

そ
の
他
の
事
業

他１ 会員向け情報提供に関する事業 １．機関誌「栄養大阪」の発行
２．健康づくりの関連資料提供

他２ 会員向け支援に関する事業 １．サークル活動支援
２．管理栄養士・栄養士業務相談

他３ 会員表彰に関する事業 １．「太田いそ賞」・「仲谷鈴代記念賞」授与
２．会員表彰推薦事業
　１）日本栄養士会会長表彰(50年・25年会員)
　２）母子保健奨励賞
　３）厚生労働大臣表彰
　４）知事表彰
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令 和 5 年 度 予 算
2023 年 4月 1日～ 2024 年 3月 31 日

収益の部

項　　　　　目 金　額　（円） 備　　　　　　　　考

正 会 員 費 22,700,000会費 7,500 円× 3,000 名　入会金 1,000 円× 200 名

賛 助 会 費 3,600,00030,000 円× 120 口

事 業 費 1,438,000生涯教育研修会 800,000 円　子ども料理教室・部会研修会 10,000 円

JDA-DAT研修会 80,000 円　在宅ケア・フォローアップ研修会 60,000 円

健康づくり提唱のつどい 400,000 円　TNT-G e ラーニング 88,000 円

広 告 費 500,000「栄養大阪」300,000 円　ホームページ広告料 200,000 円

受 託 事 業 費 14,020,000SAT運営 20,000 円　介護予防専門職広域支援 2,000,000 円

医療・介護保険支援 12,000,000 円

預 金 利 息 収 入 0

雑 収 入 1,230,000日本栄養士会事務手数料 330,000 円

「栄養大阪」チラシ折込料 300,000 円

栄養ケア・ステーション認定手数料 100,000 円

栄養管理指針ガイドブック 500,000 円

受取寄付金振替額 250,000指定正味財産（太田いそ事業積立金・仲谷鈴代事業積立金）より振替

合　　　　　計 43,738,000Ａ

費用の部

項　　　　　目 金　額　（円） 備　　　　　　　　考

事

業

費

　公益目的事業　１ 

　公開研修費

17,365,800生涯教育研修会 1,200,000 円　JDA-DAT研修会 350,000 円

職域部会研修会 100,000 円　子ども料理教室 240,000 円

在宅ケア・フォローアップ研修会 250,000 円　HP運営 1,200,000 円

府民健康フォーラム 240,000 円　スキルアップ研修会 100,000 円

特定給食講演会 30,000 円　ヘルシー外食フォーラム 90,000 円

健康づくり提唱のつどい 450,000 円

管理費配賦額 13,115,800 円

　公益目的事業　２ 

　教育普及費

15,008,300栄養ケアステーション事業 800,000 円　SAT運営 30,000 円

介護予防専門職広域支援 1,700,000 円　医療・介護保険支援 9,500,000 円

減価償却費 220,000 円　管理費配賦額 2,758,300 円

　公益目的事業　３ 

　広報活動費

588,000大阪府栄養士会研究発表会 200,000 円

管理費配賦額 388,000 円

　収益事業　１ 628,200管理費配賦額 628,200 円

　その他の事業

5,253,700「栄養大阪」4,500,000 円　サークル活動支援 60,000 円

「太田いそ賞」「太田いそ特別賞」「仲谷鈴代記念賞」250,000 円

会員表彰推薦事業 55,000 円　管理費配賦額 388,700 円

管

理

費

　管理費

4,894,000役員報酬 60,000 円　給料手当 1,130,000 円　退職給付費用 36,000 円

福利厚生費 170,000 円　会議費 1,300,000 円　旅費交通費 430,000 円

通信運搬費 200,000 円　減価償却費 23,000 円　消耗品費 50,000 円

消耗什器備品代 80,000 円　印刷製本費 160,000 円

光熱水料費 70,000 円　賃借料 380,000 円　保険料 40,000 円

諸謝金 735,000 円　雑費 30,000 円　

合　　　　　計 43,738,000Ｂ

当期経常増減額 0Ｃ＝Ａ－Ｂ


